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直近の大型車の車輪脱落事故防止対策について

一般社団法人日本自動車工業会
大型車車輪脱落事故防止分科会



大型車の車輪脱落事故防止に向けた自工会の取組み

『連結式ナット回転指
示インジケーター』の活
用

「お・ち・な・い」の啓発
（ポスター・チラシの作成、配布）

これまでの取組みから認知・理解度が高い「お・ち・な・い」とい
う言葉の資産は活かしつつも、最近の事故分析結果を踏ま
え4つのポイントの内容を見直し。“清掃や油塗布”といった事
故低減につながると考えられる内容を追加し、 適切なタイヤ
交換作業の方法等についての啓発に取組む。
＜新たなポイント＞
①ボルト・ナット、ハブやホイールの接触面の錆や汚れ除去。指示部への給脂。
②トルクレンチを使用した規定トルクでの締付・初期なじみ後の増し締め。
③日常点検の実施、I S O方式にフォーカスした訴求。インジケーターの有効活用。

『今できることを、直ぐやる』スタンスにより、日常点検の容易
化が図れ、事故低減に効果が見込める「連結式回転指示
インジケーターの活用」を、国土交通省と連携して推進。通
常の日常点検では、点検ハンマーを用いたナットの緩み点検
の励行をお願いしていますが、同インジケーターの装着により
目視でも緩みが確認できると考えており、車輪脱落事故の
発生が集中している左後輪への装着拡大を推進。

大型車の車輪脱落事故防止のために、国土交通省や関連する業界団体と連携して、適切なタイヤ交換作業の方法等について
の啓発活動に自工会及び各社レベルで精力的に取組中。
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・全国（運送事業者・整備事業者・タイヤ代理店
等）にポスター配布：112,951枚
・SA,、PAへのポスター掲示：33か所
・国交省にチラシ提供：38,330枚（10ヶ所）
・全ト協 広報とらっくにチラシ折込み：55,000部
・タイヤ協会（JATMA）の週刊タイヤ新報、自動車
タイヤ新聞への全面広告掲載
・日整連JASPAニュースにチラシを掲載
・大型車メーカー4社販売店への入庫車両に配布

・販売店への入庫機会が少ない車輪脱落事故
を経験された事業者等に対して、地方運輸局の
監査・指導の際に配布（2,000台）
・大型車メーカー4社の販売店にて、取扱い説明
チラシ・動画を活用し、目で見て容易に確認でき
るツールであることを訴求、積極装着。（昨年度
から22年1月末までに累計8万台に装着）

取組み項目 実施内容



事故低減につながるポイントに見直し（おちないの啓発）
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調査検討WGによる試験結果

事故低減につながるボルト・ナットの錆び等、経
年劣化に対する入念な点検や交換を伝える内
容に見直しており、特に左図に示している ホイー
ルナットとワッシャーへの隙間に給脂を行わなかっ
た場合、十分な締付け力が発生しないことから
重要なポイントとしています。

【車輪脱落事故車両のホイールナット例】
ナットに錆びが発生し、ワッシャがスムーズに回
転しない。ワッシャが固着して回転しないものも
ある。ネジ部やワッシャ摺動面には、給脂した
痕跡が見られない。



目で見て容易に確認できるツール（連結式ナット回転指示インジケーター）

■ご使用されているお客様の声
・ドライバーや管理者が以前より気にかけるようになった。打音点検よりも
わかりやすいため、新人ドライバーでも安心できる。
・目視による点検で楽になった。時間の短縮になる。
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＜訴求のポイント＞
・点検ハンマーを使用したわずかな音の違いと振動の判断には
慣れと注意が必要。
・インジケーターはナットの緩みを目で見て容易に確認できる
ツール
・装着方法や点検方法を紹介
・お買い求め先
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おちないの啓発（A4チラシ）
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インジケータ―の取扱い説明（A4チラシ）


